
河合医療福祉法務事務所

静岡県下の医療法人の
連携や知見の共有のため
事務長会を開催

地域連携や各医療機関のノウハ
ウを共有するため、河合医療福
祉法務事務所は５月11日に税
理士法人坂本＆パートナー・ア
イン社会保険労務士法人・日本
医療法人協会静岡県支部の後援
を受け、第３回静岡県医療法人
事務長会を開催した。

定
で
は
、「
次
回
以
降
の
改
定
に
つ
な

が
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
」と
指
摘
。

具
体
例
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
管
理
料

Ⅰ
・
Ⅱ
で
は
、「
25
年
よ
り
運
用
開
始

予
定
の
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
す
る
場
合
、
血
液
検
査
項
目

に
つ
い
て
の
記
載
を
不
要
と
す
る
の
に

あ
わ
せ
て
、
療
養
計
画
書
に
つ
い
て
、

患
者
の
求
め
に
応
じ
て
電
子
カ
ル
テ
情

報
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
患
者
サ
マ
リ
ー

に
療
養
計
画
書
の
記
載
事
項
を
入
力
し

た
場
合
、
療
養
計
画
書
作
成
お
よ
び
交

付
を
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
」と
あ

る
こ
と
挙
げ
、「
次
回
以
降
の
改
定
で

は
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス

使
用
を
前
提
と
し
た
施
設
基
準
が
増
え

る
と
思
わ
れ
る
」と
予
想
し
た
。

河
合
医
療
福
祉
法
務
事
務
所
は
５
月

11
日
、
第
３
回
静
岡
県
医
療
法
人
事
務

長
会
を
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松

で
開
催
。
静
岡
県
内
の
医
療
機
関
事
務

長
が
多
数
参
加
し
た
。

病
院
経
営
の
基
礎
か
ら 

実
務
的
注
意
事
項
ま
で
解
説

最
初
に
、
医
療
法
人
社
団
一
穂
会
の

石
岡
晃
専
務
理
事
が「
医
療
福
祉
施
設

経
営
の
Ｋ
ｅ
ｙ 
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
」と
題
し
講

演
。
経
営
と
運
営
の
違
い
を
、
経
営
は

収
益
化
が
目
的
な
の
に
対
し
て
、
運
営

は
効
率
化
が
目
的
だ
と
説
明
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
病
院
経
営
に
お
い
て
必
要

な
こ
と
に
つ
い
て
、
▽
医
療
・
福
祉
・

在
宅
各
施
設
の
種
類
や
役
割
を
理
解
す

る
、
▽
今
後
の
医
療
制
度
・
介
護
制
度
、

診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
を
理
解
す
る
、

▽
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

『
自
助
』『
互
助
』『
共
助
』『
公
助
』の
違

い
を
理
解
す
る
、
▽
自
法
人
の
理
念
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、ビ
ジ
ョ
ン
を
理
解
す
る
、

▽
自
法
人
に
あ
る
施
設
・
病
棟
等
、
他

の
機
能
も
理
解
す
る
、
▽
自
院
や
部
署

の
内
部
・
外
部
分
析
を
行
い
、
自
ら
の

強
み
や
弱
み
を
知
る
、
▽
必
要
な
経
営
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指
標
を
把
握
す
る
─
─
の
７
つ
の
私
見

を
挙
げ
た
。

続
い
て
、
各
専
門
家
か
ら
の
講
演
が

行
わ
れ
、
坂
本
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
の
大
鷹

紀
信
氏
と
ア
イ
ン
社
会
労
務
士
法
人
の

今
泉
雅
之
氏
が
登
壇
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
大
鷹
氏
は
Ｑ

＆
Ａ
方
式
で
解
説
。〝
実
費
精
算
の
出

張
費
に
係
る
仕
入
税
額
控
除
は
帳
簿
の

み
の
保
存
で
も
よ
い
か
〟で
は
、「
出

張
に
お
い
て
通
常
必
要
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
部
分
の
金
額
に
つ
い
て
は
課
税

仕
入
れ
、
一
定
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿

の
み
の
保
存
で
仕
入
れ
に
係
る
支
払
い

対
価
の
額
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
、税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
る
」

と
回
答
し
た
。

今
泉
氏
は
、
問
題
職
員
へ
の
実
務
対

応
に
つ
い
て
説
明
。
能
力
不
足
型
や
勤

怠
不
良
型
等
６
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら

れ
る
と
し
つ
つ
、
時
間
経
過
に
よ
っ
て

タ
イ
プ
が
変
動
し
複
雑
化
す
る
こ
と
も

あ
る
と
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
メ
ン
タ

ル
の
不
調
に
よ
っ
て
休
職
と
復
職
を
繰

り
返
す
職
員
に
対
し
て
の
対
応
例
に
、

日
報
+
試
し
出
勤
同
意
書
に
よ
る
対
応

を
紹
介
し
た
。

重
油
の
供
給
元
が
１
社
だ
け
で
、
発
災

時
の
安
定
供
給
に
課
題
、
▽
発
電
機
の

修
理
に
２
～
３
カ
月
か
か
る
─
─
等
、

水
道
関
連
で
は
、
▽
日
常
的
に
使
用
し

て
い
る
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
が
10
年
間
未

点
検
、
▽
貯
水
タ
ン
ク
が
70
ト
ン
を
下

回
る
と
注
水
さ
れ
る
仕
組
み
な
た
め
、

断
水
の
タ
イ
ミ
ン
グ
次
第
で
は
早
期
に

水
不
足
の
恐
れ
が
あ
る
─
─
等
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
対
応
措
置

に
つ
い
て
も
併
せ
て
報
告
。
日
常
的
な

訓
練
や
防
災
委
員
会
で
職
員
の
意
見
が

採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
組
織
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
し
た
。

医
療
Ｄ
Ｘ
に
係
る
報
酬
改
定 

「
次
の
改
定
に
つ
な
が
る
」

最
後
に
、
河
合
医
療
福
祉
法
務
事
務

所
の
河
合
吾
郎
代
表
が
２
０
２
４
年
診

療
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
河

合
代
表
は
、
今
次
改
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
▽
職
員
の
処
遇
改
善
、
▽
医

療
Ｄ
Ｘ
、
▽
連
携
、
▽
リ
ハ
ビ
リ
・
栄

養
・
口
腔
の
一
体
的
取
り
組
み
─
─
の

４
つ
を
挙
げ
る
。

特
に
医
療
Ｄ
Ｘ
関
連
に
つ
い
て
の
改

「『
頼
む
か
ら
辞
め
て
く
れ
』と
い
う

否
定
的
な
対
応
で
は
な
く
、『
働
け
る

よ
う
に
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
』と

寄
り
添
っ
た
姿
勢
で
対
応
す
る
と
退
職

後
の
訴
訟
問
題
も
発
生
し
に
く
い
」

診
療
・
透
析
を
災
害
時
に
も 

提
供
す
る
た
め
の
備
え
を
報
告

医
療
法
人
社
団
優
仁
会
さ
な
る
サ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
加
藤
宏
和
事
務
長
は
、

自
法
人
に
お
け
る
防
災
対
策
を
報
告
。

透
析
治
療
を
中
心
に
し
て
い
る
同
院
で

は
電
気
と
水
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

途
絶
え
て
し
ま
う
と
１
５
３
床
の
透
析

ベ
ッ
ド
が
稼
働
で
き
な
い
。そ
の
た
め
、

建
物
建
造
時
よ
り
非
常
用
発
電
機
や
地

下
水
の
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
、
１
０
０
ト

ン
の
貯
水
槽
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を

講
じ
て
い
た
。
ま
た
、
発
電
機
用
に
６

ト
ン
の
重
油
も
貯
蓄
し
て
お
り
、
試
算

上
で
は
90
床
×
15
時
間
の
稼
働
で
、
５

日
間
は
運
営
可
能
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
加
藤
事
務
長
が
見
直
し
を

行
う
と
、
各
所
に
問
題
が
残
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
発
電
機
関
連
で
は
、
▽
重
油
の
劣

化
に
よ
っ
て
約
10
％
が
使
用
不
可
、
▽
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